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１ 論文提出者 竹内 健互 
 
２ 論文題名  
  （邦文題）「教唆犯処罰の根拠と限界」 
  （英文訳）（ Ground and Limits of Inducement） 
     (独文訳) （Grund und Grenzen der Anstiftung） 
３ 論文の構成 
      序章 
    Ⅰ 本研究の背景と目的  
    Ⅱ 本研究の構成 
第１章 教唆犯処罰をめぐる方法論的出発点 
 Ⅰ はじめに 
 Ⅱ 言語行為としての教唆行為 
 Ⅲ 教唆構成要件の解釈と法定刑 
 Ⅳ 小括 
第２章 教唆行為の構造と位相 










第 3章 二重教唆否定の理論と「犯行決意」概念 
 Ⅰ はじめに 
 Ⅱ 二重教唆否定の理論とは何か？ 
 Ⅲ 「犯行決意」とは何か？ 
 Ⅳ 小括 
第４章 教唆犯の処罰根拠とその規範構造 
 Ⅰ はじめに 
 Ⅱ 狭義の共犯処罰根拠 
 Ⅲ 教唆犯の規範構造 
 Ⅳ 教唆犯における心理的因果性 
 Ⅴ 小括 
第 5章 拡大教唆と教唆対象としての「犯罪」の意義 
 Ⅰ はじめに 
 Ⅱ ドイツにおける議論状況 
 Ⅲ 拡大教唆事例に関する理論的分析 
 Ⅳ 小括 
第 6章 縮小教唆と危険減少 
 Ⅰ はじめに 
 Ⅱ 縮小教唆とは何か？ 
 Ⅲ 危険減少事例の解決モデル 
 Ⅳ 危険減少理論とその批判的検証 
 Ⅴ 縮小教唆事例 
 Ⅵ 小括 
第 7章 教唆犯と錯誤をめぐる故意帰属の論理構造 
 Ⅰ はじめに 
 Ⅱ 標準事例とその解決モデル 































































































































文である、といえよう。            
 
７ 判定 
  本学位請求論文は、法学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもの
であり、本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に
合格したので、博士（法学）の学位を授与するに値するものとする。 
以 上 
 
